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農業害虫及 び天敵昆虫等の薬剤感受性検定 マ ニ ュ ア ル (26)

果 樹 害 虫 : リ ン ゴ ハ ダ

I 薬剤抵抗性の概況

リ ン ゴ に 寄生す る ハ ダニ と し て ， オ ウ ト ウ ハ ダニ， カ

ン ザ ワ ハ ダニ， ク ロ ーパーハ ダニ， ナ ミ ハ ダニ， ニ セ ク

ロ ーパー ハ ダニ， リ ン ゴハ ダニ が記載 さ れ て い る < f農

林有害動物 ・ 昆虫名鑑J， 1987) 。 こ の う ち ， 一般の 園地

で防除対象 と な っ て い る ハ ダニ は リ ン ゴハ ダニ と ナ ミ ハ

ダニ の 2 種であ る 。

主 な リ ン ゴ産地で は 1980 年代初 め ご ろ ま で， リ ン ゴ

ハ ダニ の発生がナ ミ ハ ダニ よ り も 優 占 し， 防除上重要視

さ れて い た 。 薬剤抵抗性の実態 に 関す る 報告で も ， 主 に

リ ン ゴハ ダニ に 関 心が注がれ て い た 。 日 本 で は 1959 年

に北海道で有機 リ ン剤 に 対す る リ ン ゴハ ダニ の 抵抗性が

報告 さ れ た (宮下 ら ， 1960) 。 こ れ を 契機 に ， 青森県，

秋田県， 岩手県及び長野県で も 薬剤抵抗性の 問題が相次

ぎ， 1960�1970 年 前半 ま で CPCBS， CMP， テ ト ラ ジ

ホ ン， ク ロ ルベ ン ジ レ ー ト 及びケ ル セ ン な ど に 対す る 抵

抗性が確認 さ れた < f果樹ハ ダニ類の薬剤抵抗性 に 関 す

る 研究J， 1973) 。

し か し， 1980 年代以 降 は ナ ミ ハ ダニ が相対的 に 重要

な位置 を 占 め る よ う に な り ， 抵抗性への 関心 は ナ ミ ハ ダ

ニへ と 移 っ た 。

と こ ろ が， 1990 年前後 に は 地域 に よ っ て は リ ン ゴ ハ

ダニ の発生が 目 立 つ よ う に な 仏 大 き な 問題 と な っ た 。

福島県北部で 1989 年 に 主 要 な殺 ダニ剤であ っ た へ キ シ

チ ア ゾ ク ス に対す る 抵抗性個体群が初め て認め ら れ (阿

部， 未発表 ; 福 島 県果樹試験場平成元年度業務報告，

1989) ， こ れ を 契機 に 翌 1990 年 に は 広域 で確認 さ れ た

(阿部， 未発表 ; 福島県果樹試験場平成 2 年度業務報告，

1990) 。 ま た ， 1991 年 に は一部 の 地域 で ク ロ フ ェ ン テ ジ

ン抵抗性個体群が認め ら れた (佐々 木， 未発表 ; 福島県

果樹試験場平成 3 年度業務報告) 。 秋 田 県 で も へ キ シ チ

ア ゾ ク ス に対 し て 抵抗性が発達 し て い た (高橋 ・ 舟山，

1990) 。 青森県津軽地方で も 1990�91 年 に リ ン ゴハ ダニ

Methods for the Measurement of Susceptibilyty of Agricul­
tural Insect Pests to Insecticides. European red mite. þenony-
chus ulni KOCH_ By Y oshiko KIMURA 

( キ ー ワ ー ド ダニ類， リ ン ゴハ ダニ， 薬剤感受性， 検定法)

き
青森県 り ん ご試験場 木 む ら村 佳 子

が多発 し， 各地か ら リ ン ゴハ ダニ を採集 し て感受性検定

を 実施 し た 。 こ の結果， い ずれの地点 で も へキ シ チ ア ゾ

ク ス に対 し て 顕著な抵抗性が発達 し て お り ， ま た 一部 の

地域で は ク ロ フ ェ ン テ ジ ン に対 し て 抵抗性が発達 し て い

た (藤林 ・ 櫛 田， 1992) 。 ま た ， 青 森 県 南 部 地 方 で は

1992�93 年 の 感受性検定 の 結果， へ キ シ チ ア ゾ ク ス に

対 し て 著 し い抵抗'性 を 認め た (荒井， 未発表 : 青森県畑

作園芸試験場平成 5 年度業務年報) 。 一 方， 岩手県 で は

主要殺ダニ剤 を 二つ の組 に 分 け ， 年次聞の ロ ー テ ー シ ョ

ン散布 を指導 し て い る が， こ れ ま で主要薬剤 に 対す る 抵

抗性発現の報告がな い こ と は注 目 さ れ る 。

1990 年代初頭 に フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト 及 び ピ リ ダベ

ンが登場 し た こ と に よ り ， へ キ シ チ ア ゾ ク ス 及 び ク ロ フ

ェ ン テ ジ ン に対す る 抵抗性の 問題 は 沈静化 し ， リ ン ゴハ

ダニ の発生 も あ ま り 目 立 た な く な っ た 。 現在の と こ ろ リ

ン ゴハ ダニ の薬剤抵抗性 に つ い て は大 き な 問題 に な っ て

い な し h し か し， 今後 も 薬剤 に よ っ て は 抵抗性が発達す

る こ と があ り 得 る の で， 定期的な感受性の モ ニ タ リ ン グ

が必要であ る 。

E 供試虫の入手

リ ン ゴハ ダニ の 入手 に は， 越冬卵 を 集 め る 方法 と 夏場

に活動 し て い る ハ ダニ を 集 め る 方法があ る 。

1 越冬卵の採集 と 増殖

リ ン ゴ ハ ダニ は 9 月 中旬 こ ろ か ら 越冬卵 を 産 み 始 め

る 。 産卵場所 は 主 に 2�5 年校内 の 枝 の 分岐部， 芽 の 基

部， 樹皮の し わ の部分な ど で あ る 。

一般園地か ら 採集 す る 場合， 努定 に よ っ て切 り 落 と さ

れた枝の 中 か ら 越冬卵の付着 し た 枝 を 集 め ， 持 ち 帰 る 。

越冬卵 は 1 月 末 に は ほ ぼ休眠が終了 し て い る の で， 持 ち

帰 っ た 校 を 高温条件 に お く と ， す ぐ に 卵 が ふ 化 し て く

る 。 飼育の準備が整 う ま で， 冷蔵庫 な ど の冷暗所に保管

す る 。 乾燥条件 に は 強 い の で， 保湿の た め の処置 は特に

必要 な い。

個体群別 に 飼育増殖す る た め に は， ポ ッ ト 植 え の リ ン

ゴ樹 を 用 い る と 管理が容易 で あ る 。 リ ン ゴが展葉 し始め

た ら ， 採集枝 を ポ ッ ト 樹 に ひ も な どで固定 し ， ふ化終了

後に取 り 外す。 十分 に 個体が増殖 し た 後， 検定 に 供試す
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る 。

2 活動期のハ ダ = の採集方法

夏場 に採集す る 場合， 増殖用 ポ ッ ト 樹が十分 に な い 限

り ， 大量 に 維持増殖 さ せ る こ と は難 し い。 そ こ で， 一度

に検定がで き る よ う に ， で き る だ け 多 く の枝を採集 し，

大 き な ビ ニ ー ル袋 に 入れて持 ち 帰 る 。 こ れ をバケ ツ な ど

に水挿 し し ， 数 日 中 に検定 を 実施す る 。

皿 薬剤感受性検定

1 検定法の種類 と 特徴

防除薬剤の ほ と ん どが接触剤 な の で， 虫体や卵に薬液

を付着 さ せ る 漫漬法 ま た は散布法が適 し て い る (菅原 ・

若公， 1966 ; 菅原 ・ 若公， 1967) 。 と こ で は， よ く 使わ

れ る リ ー フ プ レ ー ト 法 に よ る 漫演法 (以下， ス ラ イ ド デ

イ ツ ピ ン グ法) と リ ー フ デ ィ ス ク 法 に よ る 散布法 (以

下， リ ー フ デ ィ ス ク 法) を詳 し く 取 り 上 げた。

こ の ほ か にハ ダニ類の薬剤検定の特殊法 と し て局所施

用 法 も 考案 さ れた (斉藤 ・ 田 畑， 1970) 。 し か し， ハ ダ

ニ類が小 き い た め， 操作 に 労力 がかか り 多数の処理が困

難であ る こ と な どか ら ， 単 な る 薬剤感受性検定 に は不適

当 で あ る 。

野外で簡易 に感受性検定がで き る 方法 と し て は野外漫

漬法 (バ ケ ツ 法) が考案 さ れた (成 田 ・ 高橋， 1969) 。

実際の 防除場面で殺ダニ剤が効 く か ど う か の判定 に は有

効な方法 と 思わ れ る が， ほ と ん ど普及 し て い な い 。

( 1 )  ス ラ イ ド デ ィ ッ ピ ン グ法

ス ラ イ ド グ ラ ス に両面粘着 テ ー プ を貼 り 付け， こ れ に

ハ ダニ類が寄生 し て い る 葉 を 付着 さ せ ( リ ー フ プ レ ー

ト ) ， 薬液 に 約 10 秒間漫潰す る 方 法 で あ る (菅原 ・ 若

公， 1967) 。 植物 は モ モ の 葉 を 用 い る の が一般的であ る 。

リ ン ゴ葉 を 用 い る 場合 に は， モ モ 葉 と 比較 し て感受性が

高 く な る 傾向が報告 さ れて い る (若公 ・ 菅原， 1974) 。

成虫， 幼虫及び若虫 な どで は漫漬時の脱落や調査時 ま

での葉の乾燥が懸念 さ れ る た め ， こ れ ら の ス テ ー ジ で は

正確な デー タ が得 ら れな い 可能性があ る 。 こ の た め ， 主

に殺卵試験で用 い ら れ る 方法であ る 。 卵齢 に よ っ て感受

性が異 な る の で， 正確な デー タ を 得 る た め に は卵齢 を そ

ろ え る よ う に す る 。 た だ， 後述す る よ う に ， お お ま か な

傾向 を把握す る た め に は， 多様な卵齢が混在 し て も ， 有

効な結果が得 ら れ る 。 な お ， こ の方法は殺卵性の な い薬

剤 に は適用 で き な い， ふ化 し た 個体の そ の後の生存 を 追

跡調査で き な い な どの欠点があ る 。

1991 年 に 津軽地域 の 8 地点 か ら リ ン ゴ ハ ダ ニ を 採集

し， 各個体群 を ポ ッ ト 植 え リ ン ゴ樹で飼育 し た 。 リ ン ゴ

葉上 に産下 さ れた 卵 を そ の ま ま 供試 し， 当 時使用 し て い

た 5 薬剤 を対象 と し て 実用濃度の殺卵効果 を 漫潰法で検

討 し た (表-1) 。 ヘ キ シ チ ア ゾ ク ス と 酸化 フ ェ ン プ タ ス

ズ の効果が他の薬剤 よ り も 著 し く 低か っ た こ と が示 さ れ
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図 ー 1 リ ー フ デ ィ ス ク 法及 ぴス ラ イ ド デ ィ ツ ピ ン グ法 の
比較

表 - 1 津軽地域 に お け る リ ン ゴハ ダニ を対象 と し た ス ラ イ ド デ ィ ッ ピ ン グ法 に
よ る 各種薬剤叫 の補正死卵率 (%) (1991) 

採集地点 供試卵数
ヘ キ シ チ ク ロ フ ェ 酸化 フ ェ ン ベ ン ゾ

BPPS 
ア ゾ ク ス ン テ ジ ン プタ ス ズ メ ー ト

弘前市A 138-225 1 . 4  59 . 7  20 . 0  91 . 0  72 . 8  
弘前市 B 69- 99 5 . 9  49 . 0  22 . 5  80 . 8  88 . 3  

浪岡町A 88-132 3 . 4  77 . 7  30 . 0  86 . 4  76 . 4  
浪岡町 B 124-166 71 . 8  73 . 0  18 . 5  82 . 0  72 . 7  

板柳町 107-158 。 63 . 5  13 . 4  100 76 . 5  

平賀町 114-201 30 . 9  7 . 7  13 . 4  96 . 6  80 . 9  

岩木町 108-142 。 18 . 8  36 . 5  91 . 4  84 . 5  
藤崎町 92-109 。 93 . 7  51 . 7 91 . 3  65 . 3  

. : 供試薬剤 : へ キ シ チ ア ゾ ク ス 水和剤 2 . 000 倍， ク ロ ア ェ ン テ ジ ン フ ロ ア プ ル 2 . 000
倍， 酸化 フ ェ ン プ タ ス ズ水和剤 1 . 000 倍， ペ ン ゾメ ー ト 乳剤 1 . 500 倍. BPPS 水和剤
750 倍.
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表 - 2 津軽地域 に お げ る リ ン ゴハ ダニ を対象 と し た リ ー フ デ ィ ス ク 法 に よ る
各種薬剤叫 の補正死卵率 (%) (1991) (藤林 ・ 櫛田， 1992 よ り )

採集地点 供試卵数
ヘ キ シ チ ク ロ フ ェ 酸化 フ ェ ン ベ ン ゾ

BPPS 
ア ゾク ス ン テ ジ ン プタ ス ズ メ ー ト

弘前市 A 103-150 29 . 2 ( + ) 同 99 . 0 ( + )  8 . 8 ( ー ) 。 94 . 2 ( 十 ) 69 . 4 ( ー )
弘前市 B 127-175 1 0 . 3 ( + )  97 . 7 ( + )  19 . 8 ( ー ) 100 92 . 5 ( ー )
浪岡町A 37- 44 33 . 3 ( + )  100 7l . 1 ( ー ) 90 . 6 ( + )  84 . 3 ( ー )
浪岡町 B 60- 69 50 . 8 ( + )  100 88 . 0 ( ー ) 89 . 1 ( ー ) 92 . 2 ( ー )
板柳町 125-173 42 . 0 ( + )  91 . 8 ( + )  34 . 8 ( ー ) 96 . 2 ( ー ) 82 . 0 ( ー )
平賀町 108-186 40 . 3 (  + )  33 . 1 ( + )  51 . 0 ( ー ) 96 . 2 ( ー ) 64 . 6 ( ー )
岩木町 100-132 25 . 2 ( + )  71 . 4 ( + )  51 . 9 ( ー ) 83 . 8 ( + )  70 . 8 ( ー )
藤崎町 82- 85 31 . 6 ( + )  100 50 . 2 ( ー ) 100 52 . 6 ( ー )

a : 表ー1 に 同 じ.
b :  + : ふ化個体 は ほ ぽ正常 に発育.
c : 一 : ふ化個体 は すべて幼若虫 ま た は静止期で死亡.

表 - 3 リ ー フ デ ィ ス ク 法 と ス ラ イ ド デ ィ ッ ピ ン グ法に
よ る 薬剤内地域間の相関 (r)

ヘキ シ チ ア ク ロ フ ェ ン 酸化 ベ ン ゾ BPPS 
ゾ ク ス テ ジ ン ア ェ ン プタ ス ズ メ ー ト

0 . 49 0 . 92' ・ 0 . 14 - 0 . 01 

• • : 1%水準で相関無 し の 帰無仮説棄却.

0 . 43 

て い る 。 へ キ シ チ ア ゾ ク ス と 酸化 フ ェ ン プ タ ス ズ の効果

が他の薬剤 よ り も 著 し く 低か っ た 。

( 2 ) リ ー フ デ ィ ス ク 法

湿 ら せ た 炉紙， 綿， ス ポ ン ジ な ど に寄主植物の切 り 葉

を 設置 し， ハ ダニ を 接種後， 薬 液 を 散布 す る 方 法 で あ

る 。 殺成虫試験 で は 殺虫効果 の ほ か に 忌避効果， 産卵

数， 産下卵の ふ化状況 な ど も 追跡調査で き る 。 ま た ， 殺

卵試験で は殺卵効果の ほ か に ， ふ化 し た個体の生存 を追

跡調査で き る 。

葉片 に は， 調査が し や す い こ と や薬液が浸潤 し に く い

な ど の利点か ら モ モ 葉 を 用 い る の が一般的で あ る 。 し か

し， リ ン ゴ を 用 い る 場合 に比べ， 感受性が高 く な る 傾向

があ る (若松 ・ 菅原， 1974} 。

薬液の散布 は農薬散布塔やハ ン ド ス プ レ ー な ど に よ っ

て 行 う 。 ナ ミ ハ ダ ニ を 供 試 し た 結 果 に よ れ ば， 2-6

mg/cm2 の範囲 内 で は ， 散布量 に よ る 死虫率 に 差 は な い

(木村， 未発表) が， わ れわ れ は 約 6 mg/cm2 で試験 し

て い る 。 浜村 (1996) は ハ ダ ニ 類 へ の 散布量 を 2 mg/

cm2 と し， ま た ， 日 本植物防疫協会 に よ る 「 リ ン ゴ農薬

連絡試験実施方法」 で は 10 mg/cm2 内外 と し て い る 。

散布量 に よ る 効果の違い よ り も ， 処理葉 を長時間乾燥

し に く い条件に お く こ と に よ っ て ， ハ ダニがお ぼれ る な

どの事故が起 こ り や す い こ と が問題であ る 。 こ の点 に 注

意すれば， あ る 程度の散布量の違い は 試験結果 に 影響 を

及ぼさ な い と 思わ れ る が， 一連の 試験の 中 で は 散布量 を

一定 に し な け れ ば な ら な い 。

表-1 と 同 じ 地点 の リ ン ゴ ハ ダニ を 対 象 と し て ， 同 じ

薬剤， 同 じ 濃度で リ ー フ デ ィ ス ク 法 に よ っ て殺卵効果 を

検討 し た 結果 を 表-2 に 示 し た 。 こ の 結 果 で も へ キ シ チ

ア ゾ ク ス と 酸化 フ ェ ン プ タ ス ズ の効果が他の薬剤 よ り も

著 し く 低か っ た 。

( 3 ) ス ラ イ ド デ ィ ッ ピ ン グ法及び リ ー フ デ ィ ス ク 法

に よ る 検定方法の比較

表-1 と 表-2 の補正死卵率 を ア ー ク サ イ ン 変換 し ， 各

薬剤 に つ い て 平均値 を 求 め た 。 リ ー フ デ ィ ス ク 法 に よ る

値 を横軸， ス ラ イ ド デ ィ ッ ピ ン グ法 に よ る 値 を縦軸 に 取

り ， 図 ー1 に プ ロ ッ ト し た 。 図 に は 両 者 の 回 帰 直 線

<Central trend line} を 実線で示 し ， 死亡率同一直線 を

点線で示 し た 。

こ の二つ の直線の高 さ の比較か ら 明 ら か な よ う に ， ス

ラ イ ド デ ィ ッ ピ ン グ法 は リ ー フ デ ィ ス ク 法 よ り も 死亡率

が低 く 評価 さ れ る 。 ま た ， 二つ の直線の勾配の比較か ら

明 ら か な よ う に ， ス ラ イ ド デ ィ ッ ピ ン グ法 で は 薬剤聞の

違いが鋭敏 に現れ る 。 こ の よ う に ， 両者 に は そ れぞれの

特長が見 ら れ る が， 両者の 聞 に は 高 い相闘が認め ら れ る

こ と か ら ， いずれの方法 に よ っ て も 薬剤 の優劣の判定 は

可能であ る 。

次 に ， 個々 の薬剤 に つ い て ， 二つ の 方法 に よ っ て 得 ら

れた各地点の結果の一致性 を相関分析 に よ っ て検定 し た

(表-3) 。 そ の結果， ク ロ フ ェ ン テ ジ ン で は 1%水準で相

闘 が あ っ た が， へ キ シ チ ア ゾ ク ス ， 酸化 フ ェ ン プ ダス
ズ， ぺ ン ゾ メ ー ト 及 ぴ BPPS で は相 聞 は 有意 で は な か

っ た 。 こ の よ う に ， 地域聞 の感受性の比較では両者 に よ

る 結果が一致 し な い薬剤が多 か っ た 。 し た が っ て ， 地域

聞の感受性の比較 を 目 的 と し た 場合， ど ち ら の検定法の
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表 - 4 リ ン ゴハ ダニ に対す る 各種薬剤0'のペー ス ラ イ ン
(木村 ・ 櫛田 ， 1994) 

発育 採集 ピ リ ダベ ン フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト
段階 地点 勾配 LC50 勾配 LC50 
成虫 浪岡町 く 0 . 26 ppm 2 . 83 0 . 18 ppm 

弘前市 0 . 78 0 . 03 l . 50 0 . 03 ー . ー - - . " . - - - - - - - - ・ ・ - - - - . ー ー ー 司 甲 ・ 司 ー ー ー ー ー ー ー ， ー . " . _ . - ー ・ ー ・ . - - - - ー - - - - - - ・ ・ . - ・ ー 司 ・ _ . " . -
巧''
勾，e
nJu
nku

nhυ
《HV
τ，‘
nku

phJv
phU
司aA
Fhυ

2

1

1

 

nnu
n，L
44・
44・

nMυ
4坐
nxU
84・

44晶
44a
n喝υ
内ぺU

町
+十

町

市

資
制肘

同

前

平

押

浪

弘

口刊V師UJ 2 . 49 2l . 14 

4 . 34 32 . 27 

3 . 10 32 . 65 

2 . 49 40 . 45 

" . 供試薬剤 : ピ リ ダベ ン水和剤， フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト フ ロ ア プ
ノレ

信頼性が高 い かが問題 と な る 。 筆者は以下の理由か ら ，

リ ー フ デ ィ ス ク 法の信頼性が高い と 考 え て い る 。

① リ ー フ デ ィ ス ク 法では卵齢が一定の も の を対象 と

し て い る の に対 し， ス ラ イ ド デ ィ ッ ピ ン グ法では多様な

卵齢 を対象 と し て い る 。

② リ ー フ デ ィ ス ク 法 に よ っ て 地域間の感受性検定 を

し た場合， 卵 を 対象 と し た結果 と 成虫を対象 と し た結果

の相闘が高 い (木村， 投稿中) 。

目 的や状況 に よ り 二つ の方法を使い分 け る こ と が必要

であ る が， 表 3 に 示 し た よ う に 薬剤 に よ っ て 二 つ の 方

法 に よ る 違いが生 じ る 。 し た が っ て ， 個々 の薬剤 に つ い

て検定方法 に よ る 違い を あ ら か じ め検討 し て お く こ と も

必要であ る 。

2 薬剤濃度の設定

( 1 )  実用濃度での検定

実用濃度の防除効果 を 広 い範囲 を対象 と し て推定 し た

い場合 に は， 使用頻度の高い薬剤 を選び， 実用濃度 だ け

で室内試験 を 実施す る と よ い。 薬剤 に よ っ て はハ ダニ類

に交差抵抗性が発達 し た か ど う か を検討で き る 場合 も あ

る (藤林 ・ 櫛田， 1992 ; 木村， 投稿中 ) 。

( 2 ) 濃度反応 に よ る 検定

新規 の 殺 ダ ニ 剤 に つ い て は 実用 化 し た 後， 遅 く と も

1�2 年の う ち に， ハ ダニ類に つ い て， LC50 値や濃度 に

対す る 反応直線の勾配な どのベー ス ラ イ ン を求 め て お く

べ き であ る 。 抵抗性が顕在化 し て い な く て も ， 薬剤 を散

布 し て い る 限 り 感受性は低 く な っ て い く 。 将来， 抵抗性

の発達程度 を知 る た め に も ベー ス ラ イ ン は必要であ る 。

ま た ， 多 く の地点のハ ダニ に つ い て各種薬剤 の LC50 値

の棺関関係 を 明 ら か に す る こ と に よ り ， 交差抵抗性発達

の可能性 を 探 る こ と も で き る 。

新規の薬剤で感受性が未知 の 場合 に は， LC50 値の算

出 に必要 な濃度範囲 を 決め る た め に， 予備実験 を実施す

る こ と が望 ま し い。 そ の 後， 2 倍 ず つ 4�6 段階の薬液

図 - 2

を調整 し， 希釈 し た 薬液を供試虫 に 散布す る 。 得 ら れた

デー タ か ら ， プ ロ ビ ッ ト 法 に よ り LC50 値 な ど を算 出 す

る 。

リ ン コーハ ダニ の ピ リ ダベ ン及びフ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー 卜

に対す る 実用化当初の感受性 を表-4 に 示 し た 。 こ れ ら 2

剤 は主要殺ダニ剤 と し て 高 い頻度で使用 さ れて き た。 こ

の デー タ と 比較す る こ と に よ っ て ， 抵抗性の発達程度 を

判定で き る 。

3 試験手順

( 1 )  リ ー フ デ ィ ス ク の作成 と ハ ダニ の接種

モ モ葉 を 用 い て ， 以下の方法で リ ー フ デ ィ ス ク を作成

す る (図-2) 。 中央部 を 切 り 抜 い た 直径 7 . 5 cm の ア イ
ふた

ス ク リ ー ム カ ッ プの 蓋 に ， 5 cm x 5  cm の フ ラ ン ネ ル を

敷 き ， リ ー フ パ ン チ ャ ー で切 り 取 っ た 直径 2 cm の葉片

を葉裏を上に し て置 く 。 脱脂綿 を 薄 く 敷 い た 容器 に リ ー

フ デ ィ ス ク を収容 し， 水 を薄 く 張 っ て モ モ 葉の乾燥 を 防

ぐ。

ハ ダニ を薬片上 に移す と き に は細筆 を 用 い， 筆 を 湿 ら

せ な が ら ， ハ ダニ の 足下 を す く い上 げ る よ う に 拾 い 上

げ， 静か に移す。

( 2  ) 殺虫試験

1) 殺成虫試験

① 1 葉片 当 た り 10 個体の雌成虫 を接種す る 。 1 濃度

当 た り の個体数 は 多 ければ多 い ほ ど よ い が， 少な く て も

30 個体以上 は必要であ る 。

② 所定量の薬液 を散布す る 。

③ 風乾後， 230Cの 条件下 に 静 置 し ， 2 日 後 に 生 虫

数， 苦悶虫数 (正常 に 歩行で き な い個体) ， 死虫数及 び

葉片外への逃亡虫数 を計数す る 。

④ AßBOTl の補正式 に よ っ て， 死虫率 (苦悶虫 を 含

む ) を補正す る 。 な お， 逃亡虫 は計算か ら 除外す る 。 忌

避効果の高い薬剤で は逃亡虫が多 い こ と があ る の で， デ

ー タ に は 参考 と し て 逃亡虫率 を 添 え る こ と が必要 で あ
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る 。

2 )  殺卵試験

① 1 葉片 当 た り 10 個体の 雌成 虫 を 接種 す る 。 230C

の 条件下 に 静置 し ， 24 時間後 に 雌成虫 を 除去 す る 。 産

下 さ れた卵 を計数 し ， 処理区 に よ っ て 卵数が極端 に違わ

な い よ う に ， 各処理区への葉片の割 り 振 り を し ， 卵数 を

調整す る 。 l 濃度 3 反復以上 と し， そ の卵数は 1 濃度 当

た り 卵 100 個前後 に な る よ う に す る 。

② 所定量の薬液 を散布す る 。

③ 風乾後， 230Cの 条 件下 に 静置 し ， 10 日 後 に 未 ふ

化卵及ぴふ化個体の生虫数及び死虫数 を 計数す る 。 静止

期の個体で生死の判別が難 し い と き は対照 区 (水処理区

あ る い は展着剤 の み の 区) の個体が ほ ぼ成虫 に達 し た 段

階で比較す る と よ い。 対照 区の個体が成虫 に 達 し た に も

か か わ ら ず， 処理 区 で静止期 で あ る 場合 は 死虫 と み な

す。

④ ABBOTT の補正式 に よ り ， 死卵 率 を 補正す る 。 薬

剤 に よ っ て は ふ化後の個体が多 く 死ぬ場合があ る の で，

死卵 と ふ化後死の個体 を合計 し た 死亡率 も 算出 す る こ と

が望 ま し い。
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湯嶋 健 ・ 釜野静也 ・ 玉木佳 男 共編
収録種 (項 目 ) 数 1 26 種

B 5 判 本文 400 ペ ー ジ
定価 12 ， 232 円 (本体 1 1 ， 650 円 + 税)

送料サ ー ビ ス

見 虫 の 飼育法 に つ い て ， 実際 に 飼育 に 従事 さ れ て い る 方

に ， 独持の コ ツ を 含 め て 詳述 し て い た だ い た 。 総論で は ， 共

通性の あ る ， 餌の種類/人工飼料 の 調整/飼育虫 の 病気対

策/虫質管理/飼育環境/飼育施設/飼育計画 と 作業計画

な ど を ， 各論で は， 126 種 (項 目 ) の 虫 に つ き ， 材料の 採集/

餌/飼育法/作業計画/注意事項 と 問題点/参考文献 な ど

を 詳述。 付録 に ， ビ タ ミ ン混合 と そ の作 り 方， 無機塩混合物

と そ の作 り 方， 昆虫用市販人工飼料 リ ス ト を 付す。

く お 申 し込み は前金 (現金書留 ・ 郵便振替) で本会 ま で〉
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